
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

辺田地区

平成２８年４月

茨城県坂東市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
子育て施設等の利用
者数

人／年 456

その他の
数値指標１

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

H　　年　月指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

（仮称）緑のスポーツ広場等の整備
に伴うコミュニティ・スポーツ活動の
活性化、住民の憩いの場としての拠
点機能の充実により、イベント開催
数の増加につながっている

612 613 H２７年４月

30

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

幼児総合施設の整備に伴う受け入
れ体制や利用環境の充実により、
子育て施設の利用者の増加につな
がっている。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２
スポーツ・文化等イベ
ントの開催数

回／年 13 43

総合所見

都市計画道路や生活道路、上水道
施設等の基盤整備や、周辺での各
種施設の整備に伴う地区の居住環
境の向上により、新規の住宅建設
が進み、地区の定着人口も増加して
きている。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

○

H　　年　月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

26

計測時期

H２７年９月

H２７年５月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 住宅新築件数 件／年 6

1年以内の
達成見込み

23

605

1年以内の
達成見込み

○

23

見込み・確定
の別

10 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

快適な居住環境の維持・向上

各種拠点を活かした地区の魅力の向上

施設間のネットワークの強化

基盤施設の整備

各種拠点の拡充整備

都市計画道路の未整備区間の整備

・各種拠点に関わる情報発信・提供
・多様なイベントの開催やＰＲ活動の推進

・地区内の各種拠点を結ぶ都市計画道路の整備

・近隣の公園等と一体的にスポーツ・レクリエーショ
ン拠点としての利用が図られている。

・各種拠点の連携強化が図られている。

・身近な生活道路等の整備により、安全・安心で魅
力あるまちづくりが図られている。

・地域住民や来街者の交流・観光拠点としての利用
が図られている。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・生活道路となる市道の整備
・上水道施設の整備

・歴史的建造物を活かした観光・交流施設の整備

・都市計画道路三本松・中西線の未整備区間の整備

実施した結果

・辺田地区の居住環境の向上が図られている。

・一体的な整備により、安全な通学路としての利用
が図られている。

・地区計画によるまちづくりの推進

実施した具体的な内容

・市街地内に点在する各種拠点のネットワーク化を進める。

・生活道路等の整備継続により、土地の有効利用を進める。

・住民や来街者が回遊することのできる仕組みづくりを進める。

・安心して子どもを育てることのできる環境づくりを進める。

今後の課題　その他特記事項

・基盤整備とともに、地域住民による主体的・積極的な地域づくり
活動を進める。

・市民や利用者のニーズや利用状況を把握するとともに、更なる
拠点機能の向上に向け、拡充整備を図る。

具体的内容 実施時期


